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羅
疽
を
は
じ
め
と
す
る
外
科
疾
患
に
対
す
る
灸
法
は
、
患
部

へ
の
直
接
灸
や
『
肘
後
備
急
方
」
に
始
ま
る
隔
物
灸
（
大
蒜
、

川
椒
）
が
用
い
ら
れ
て
以
来
、
唐
・
宋
・
金
元
と
時
代
が
降
る

に
つ
れ
て
様
々
に
発
展
し
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
明
代
に
な
る
と

直
接
灸
、
隔
物
灸
の
他
に
、
新
た
に
雷
火
鍼
、
神
灯
照
法
、
桃

木
灸
、
桑
木
灸
な
ど
の
灸
法
が
考
案
さ
れ
た
。
こ
の
時
代
は
外

科
灸
法
の
最
も
発
展
し
た
時
期
で
あ
る
。

桑
木
灸
は
桑
枝
灸
、
桑
柴
火
と
も
い
わ
れ
、
交
火
を
用
い
な

い
灸
法
の
一
つ
で
あ
り
、
「
中
国
鍼
灸
刺
法
灸
法
通
鑑
」
で
は
熨

法
（
薬
物
に
熱
を
与
え
、
そ
の
熱
で
患
部
を
な
で
お
さ
え
る
治

療
法
）
に
分
類
し
て
い
る
。
こ
の
灸
法
は
酵
己
の
『
外
科
心
法
」

に
「
牌
の
内
羅
を
治
す
る
に
、
桑
柴
を
燃
や
し
て
之
れ
に
灸
し
、

以
て
陽
気
を
補
い
、
其
の
毒
を
解
散
す
」
と
あ
る
の
が
初
出
と

思
わ
れ
る
（
林
昭
庚
・
鄙
良
言
針
灸
医
学
史
芒
。
な
お
汪
機
の

33

桑
木
灸
に
つ
い
て

上
田
善
信

日
本
鍼
灸
研
究
会

「
外
科
理
例
」
に
も
類
文
が
見
ら
れ
る
。

一
施
灸
の
目
的

李
時
珍
は
『
本
草
綱
目
」
の
中
で
桑
木
の
効
能
に
つ
い
て

「
桑
木
は
能
く
関
節
を
利
し
、
能
く
腐
を
去
り
新
を
生
ず
所
以
な

り
」
と
云
い
、
ま
た
「
亦
た
桑
を
取
れ
ば
関
節
通
じ
、
風
寒
を

去
る
。
火
性
は
暢
達
、
出
毒
の
意
」
と
も
云
っ
て
い
る
。
桑
木

を
用
い
て
施
灸
す
る
目
的
と
し
て
は
、
酵
己
の
『
外
科
枢
要
」

に
「
未
だ
潰
え
ざ
れ
ぱ
則
ち
熱
毒
を
解
し
、
痒
痛
を
止
め
、
癌

腫
を
消
し
、
巳
に
潰
え
れ
ば
則
ち
陽
気
を
補
い
、
余
毒
を
散
じ
、

肌
肉
を
生
ぜ
し
む
」
と
あ
り
、
『
本
草
綱
目
」
に
も
そ
の
類
文
が

見
ら
れ
る
。
な
お
「
医
学
入
門
」
で
は
桑
枝
灸
法
は
巻
之
八
・

婦
人
小
児
外
科
用
薬
賦
の
桑
葱
熨
以
怯
風
に
記
載
が
あ
る
。

二
施
灸
法

本
灸
法
は
、
『
本
草
綱
目
」
巻
三
十
六
・
桑
木
に
「
其
法
、
乾

桑
木
を
以
て
細
片
に
壁
成
し
、
小
把
を
礼
作
し
、
火
を
燃
や
し

吹
き
隠
し
、
患
処
に
灸
す
。
毎
吹
は
片
時
に
至
る
、
以
っ
て
癌

肉
腐
動
を
度
と
為
す
」
と
あ
り
、
陳
実
功
の
『
外
科
正
宗
」
巻

二
・
脳
疽
論
第
二
十
一
・
桑
木
灸
法
で
は
「
諸
瘡
毒
、
堅
く
し

て
潰
え
ず
、
潰
え
て
腐
ら
ず
、
新
肉
生
ぜ
ず
、
癌
痛
止
ま
ざ
る
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を
治
す
。
新
た
な
桑
木
長
さ
七
寸
（
明
代
で
は
二
十
二
糎
弱
）

を
用
い
、
指
大
に
勢
き
、
一
頭
に
燃
着
し
患
上
に
向
け
之
に
灸

す
。
火
甚
な
れ
ば
再
び
換
へ
、
毎
次
灸
木
五
六
条
、
肉
腐
を
度

と
為
す
」
と
使
用
す
る
桑
木
の
形
状
に
つ
い
て
更
に
詳
し
く
述

べ
て
い
る
。
施
灸
量
の
目
安
は
、
『
外
科
枢
要
」
で
は
「
患
処

に
灸
す
る
こ
と
、
片
時
日
に
三
五
次
、
以
っ
て
腫
潰
を
助
く
」
、

「
本
草
綱
目
」
で
は
「
日
に
灸
す
る
こ
と
二
次
」
、
李
挺
の
『
医

学
入
門
」
で
は
「
火
頭
を
以
て
患
処
に
灸
し
、
日
に
三
五
次
、

毎
次
片
時
、
癌
肉
腐
動
を
取
り
て
度
と
為
す
」
、
一
外
科
正
宗
」

で
は
「
毎
次
灸
木
五
六
条
、
肉
腐
を
度
と
為
す
」
と
あ
り
、
施

灸
量
は
桑
木
二
三
条
か
ら
五
六
条
ま
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
患

部
の
肉
が
崩
れ
る
を
以
て
限
度
と
し
て
い
る
ｃ

三
適
応
病
症

『
本
草
綱
目
」
巻
六
・
桑
柴
火
に
「
主
治
、
燦
疽
背
に
発
し
て

起
ら
ず
、
癌
肉
腐
ら
ず
、
及
び
陰
瘡
、
癖
癌
、
流
注
、
滕
瘡
、

頑
瘡
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
巻
三
十
六
・
桑
木
で
は
「
悪
瘡
、
久

し
く
癒
え
ざ
る
者
」
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。
『
外
科
枢
要
」
も
ほ

ぼ
同
じ
内
容
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
「
外
科
正
宗
』
に
は
脳
疽
、

脱
疽
に
対
す
る
治
験
が
見
ら
れ
る
。

四
結
語

蔀
己
は
「
外
科
枢
要
』
の
中
で
「
其
の
陽
症
腫
痛
甚
だ
し
く
、

或
い
は
重
く
、
或
い
は
負
石
な
れ
ば
：
．
、
其
の
日
久
し
き
者
は
之

を
用
う
。
潰
え
亦
た
浅
き
と
雌
も
、
且
つ
苦
楚
無
し
。
惜
し
む
な

く
は
患
者
此
れ
有
る
を
知
ら
ず
、
治
者
亦
た
此
れ
を
用
い
る
こ
と

肯
ん
ぜ
ず
」
と
云
っ
て
い
る
。
『
本
草
綱
目
」
巻
六
・
桑
柴
火
に

「
震
亨
曰
く
、
火
は
暢
達
す
る
を
以
て
鍔
毒
を
抜
引
す
、
此
れ
治

の
法
に
従
う
な
り
。
：
。
抱
朴
子
云
う
、
桑
乃
ち
箕
星
の
精
、
能
く

薬
力
を
助
け
、
風
寒
庫
諸
痛
を
除
く
。
久
し
く
服
す
れ
ば
終
身
風

疾
を
患
わ
ざ
る
故
な
り
」
と
あ
る
。
桑
木
灸
は
温
熱
を
利
用
し
て

陽
気
を
補
い
、
熱
毒
（
鐙
毒
）
を
解
散
さ
せ
新
肉
の
再
生
を
促
す

る
も
の
で
あ
っ
て
、
直
接
灸
や
隔
物
灸
の
よ
う
に
薬
物
の
直
接
的

な
薬
効
を
利
用
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
隔
物
灸
と
同
様
に
有
効

な
治
療
法
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。


